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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成21年7月23日(2009.7.23)

【公開番号】特開2005-347885(P2005-347885A)
【公開日】平成17年12月15日(2005.12.15)
【年通号数】公開・登録公報2005-049
【出願番号】特願2004-162452(P2004-162452)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｎ   5/225    (2006.01)
   Ｇ０３Ｂ  17/18     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/232    (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ   7/36     (2006.01)
   Ｇ０３Ｂ  13/36     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ 101/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｎ   5/225   　　　Ｆ
   Ｇ０３Ｂ  17/18    　　　Ｚ
   Ｈ０４Ｎ   5/232   　　　Ｚ
   Ｇ０２Ｂ   7/11    　　　Ｄ
   Ｇ０３Ｂ   3/00    　　　Ａ
   Ｈ０４Ｎ 101:00    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成21年6月9日(2009.6.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被写体を撮影する撮像手段と、
　この撮像手段を通じて得られる画像データに基づいて、撮影対象として記録する部分画
像の切り出し範囲を視認可能な形態で表示する表示手段と、
　角度調整を指示する角度調整指示手段と、
　この角度調整指示手段による角度調整指示に従って前記表示手段に視認可能な形態で表
示する前記切り出し範囲の角度を変更する表示制御手段と、
　撮影指示を行う撮影指示手段と、
　この撮影指示手段による撮影指示があったときに前記画像データから前記切り出し範囲
内の部分画像を切り出し、その切り出した部分画像をその傾きを修正して所定のメモリに
記録する撮影処理手段と
　を具備したことを特徴とする撮像装置。
【請求項２】
　前記表示手段は、前記撮像手段を通じて得られる画像データをスルー画像として表示し
、そのスルー画像の中で部分画像の切り出し範囲を特定の表示形態で表示することを特徴
とする請求項１記載の撮像装置。
【請求項３】
　前記表示手段は、前記撮像手段を通じて得られる画像データから切り出される前記切り
出し範囲内の部分画像をスルー画像として表示することを特徴とする請求項１記載の撮像
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装置。
【請求項４】
　位置調整を指示する位置調整指示手段を備え、
　前記表示制御手段は、前記位置調整指示手段による位置調整指示に従って前記表示手段
に視認可能な形態で表示する前記切り出し範囲の位置を変更することを特徴とする請求項
１乃至３のいずれか１つに記載の撮像装置。
【請求項５】
　サイズ調整を指示するサイズ調整指示手段を備え、
　前記表示制御手段は、前記サイズ調整指示手段によるサイズ調整指示に従って前記表示
手段に視認可能な形態で表示する前記切り出し範囲のサイズを変更することを特徴とする
請求項１乃至４のいずれか１つに記載の撮像装置。
【請求項６】
　被写体を撮影する機能を備えた装置に用いられる撮影範囲調整方法であって、
　前記撮影機能によって得られる画像データに基づいて、撮影対象として記録する部分画
像の切り出し範囲を視認可能な形態で表示するステップと、
　角度調整の指示に従って前記視認可能な形態で表示する前記切り出し範囲の角度を変更
するステップと、
　撮影指示があったときに前記画像データから前記切り出し範囲内の部分画像を切り出し
、その切り出した部分画像をその傾きを修正して所定のメモリに記録するステップと
　を備えたことを特徴とする撮影範囲調整方法。
【請求項７】
　被写体を撮影する機能を備えた装置に用いられるコンピュータによって実行されるプロ
グラムであって、
　前記コンピュータに、
　前記撮影機能によって得られる画像データに基づいて、撮影対象として記録する部分画
像の切り出し範囲を視認可能な形態で表示する機能と、
　角度調整の指示に従って前記視認可能な形態で表示する前記切り出し範囲の角度を変更
する機能と、
　撮影指示があったときに前記画像データから前記切り出し範囲内の部分画像を切り出し
、その切り出した部分画像をその傾きを修正して所定のメモリに記録する機能と
　を実現させることを特徴とするプログラム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　また、本発明の請求項２は、前記請求項１記載の撮像装置において、前記表示手段は、
前記撮像手段を通じて得られる画像データをスルー画像として表示し、そのスルー画像の
中で部分画像の切り出し範囲を特定の表示形態で表示することを特徴とする。
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　このような構成によれば、画像データがスルー画像として表示され、その中で部分画像
の切り出し範囲が特定の表示形態で表示されるので、撮影対象として記録される部分画像
を画像データの全範囲と対比させて画面上で確認することができる。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　また、本発明の請求項３は、前記請求項１記載の撮像装置において、前記表示手段は、
前記撮像手段を通じて得られる画像データから切り出される前記切り出し範囲内の部分画
像をスルー画像として表示することを特徴とする。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　また、本発明の請求項４は、前記請求項１乃至３のいずれか１つに記載の撮像装置にお
いて、位置調整を指示する位置調整指示手段を備え、前記表示制御手段は、前記位置調整
指示手段による位置調整指示に従って前記表示手段に視認可能な形態で表示する前記切り
出し範囲の位置を変更することを特徴とする。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　また、本発明の請求項５は、前記請求項１乃至４のいずれか１つに記載の撮像装置にお
いて、サイズ調整を指示するサイズ調整指示手段を備え、前記表示制御手段は、前記サイ
ズ調整指示手段によるサイズ調整指示に従って前記表示手段に視認可能な形態で表示する
前記切り出し範囲のサイズを変更することを特徴とする。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
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【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２２】
　本発明の請求項６に係る撮影範囲調整方法は、被写体を撮影する機能を備えた装置に用
いられる撮影範囲調整方法であって、前記撮影機能によって得られる画像データに基づい
て、撮影対象として記録する部分画像の切り出し範囲を視認可能な形態で表示するステッ
プと、角度調整の指示に従って前記視認可能な形態で表示する前記切り出し範囲の角度を
変更するステップと、撮影指示があったときに前記画像データから前記切り出し範囲内の
部分画像を切り出し、その切り出した部分画像をその傾きを修正して所定のメモリに記録
するステップとを備えたことを特徴とする。
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２６】
　本発明の請求項７に係るプログラムは、被写体を撮影する機能を備えた装置に用いられ
るコンピュータによって実行されるプログラムであって、前記コンピュータに、前記撮影
機能によって得られる画像データに基づいて、撮影対象として記録する部分画像の切り出
し範囲を視認可能な形態で表示する機能と、角度調整の指示に従って前記視認可能な形態
で表示する前記切り出し範囲の角度を変更する機能と、撮影指示があったときに前記画像
データから前記切り出し範囲内の部分画像を切り出し、その切り出した部分画像をその傾
きを修正して所定のメモリに記録する機能とを実現させることを特徴とする。
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２９
【補正方法】削除
【補正の内容】
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